





所属 1) 文化庁文化財部  
 
1 はじめに  
インドシナ半島の大半を版図に治めるに至った古代クメール帝国は、今日のカンボジア
を中心に多数の痕跡を遺した。大小含めて数千の遺跡が記録されるに至っているが、中で

























































3 アンコール遺跡群の世界遺産登録と日本の貢献  














































といえよう（写真 2）。  
 





合計 31 名のコアメンバーにより 10 年にわたる協議が積み重ねられ、計 15 回の改訂を経















写真 1 アンコール・ワット北経蔵の修復工事（日本国政府アンコール遺跡救済チーム）  
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針は以下に示す全 10 章よりなる。  
 
第１章   概論（General considerations）  
第２章   構造にかかる影響（ Impacts on the structures）  
第３章   事業の体制（Organization of the project）  
第４章   材料の特性と劣化（Material characteristics and decay）  
第５章   材料の保存処置（Material conservation）  
第６章   土、水、環境（Soil ,  water and environment）  
第７章   構造の挙動と損傷（ Structural behavior and damage）  
第８章   構造強化のための基準と技術（Criteria and techniques for strengthening 
structures）  
第９章   リスクマップ（Risk map）  
第１０章   結語と謝辞（Closing remarks and acknowledgements）  
 
章立てに明らかなように、遺跡の劣化・破損は、遺構を構成する材料の劣化と、構造の
変形の二つの作用よりなるものと大別され、4 章で示された材料劣化への対策が 5 章に、7
章に示された構造の損傷への対策が 8 章に示され、修復作業の実務における重要な記述を
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 の「概論」と、第 4‐ 5 章の「材料」、第 7‐ 8 章の「構造」に注目し，考察を加えたい。  
 
5 アンコール憲章  
1)概論  


























写真 3 プラサート・クラバン中央祠堂の室内浮彫  
??????? 
???の??と????



















遺構で、石材への浮彫の保存に長年従事してきたドイツの修復隊（ German APSARA 










写真 4 タ・プロム寺院  樹木と石積み遺構と絡み合う光景  
??????? 
???の??と????













































































































































6 おわりに  




























本国際協力センター（ 2000）  
２）日本国政府アンコール遺跡救済チーム「アンコール・ワット最外周壁内修復工事報告
書」財団法人日本国際協力センター（ 2010）  
３）日本国政府アンコール遺跡救済チーム「プラサート・スープラ塔修復工事報告書」財
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